
議

案

第

十

二

号

杉

並

区

立

す

ぎ

な

み

環

境

情

報

館

条

例

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

十

六

年

二

月

二

十

日

提

出

者

杉

並

区

長

山

田

宏

杉

並

区

立

す

ぎ

な

み

環

境

情

報

館

条

例

（

設

置

）

第

一

条

区

民

一

人

ひ

と

り

の

環

境

に

配

慮

し

た

行

動

を

推

進

す

る

た

め

、

杉

並

区

立

す

ぎ

な

み

環

境

情

報

館

（

以

下

「

環

境

情

報

館

」

と

い

う

。

）

を

杉

並

区

荻

窪

五

丁

目

十

五

番

十

三

号

に

設

置

す

る

。

（

事

業

）

第

二

条

環

境

情

報

館

は

、

前

条

の

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

次

の

事

業

を

行

う

。

一

普

及

啓

発

に

関

す

る

こ

と

。

二

情

報

の

収

集

及

び

提

供

に

関

す

る

こ

と

。

三

講

座

の

開

設

そ

の

他

の

学

習

の

機

会

の

提

供

に

関

す

る

こ

と

。

四

団

体

の

交

流

及

び

連

携

の

推

進

に

関

す

る

こ

と

。

五

環

境

情

報

館

の

施

設

の

利

用

に

関

す

る

こ

と

。

六

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

業

（

施

設

の

複

合

的

利

用

）



第

三

条

区

長

は

、

環

境

情

報

館

、

杉

並

区

立

消

費

者

セ

ン

タ

ー

及

び

杉

並

区

立

荻

窪

北

児

童

館

の

施

設

に

つ

い

て

、

複

合

的

施

設

と

し

て

相

互

の

効

率

的

利

用

を

図

る

も

の

と

す

る

。

（

利

用

の

手

続

等

）

第

四

条

環

境

情

報

館

の

規

則

で

定

め

る

施

設

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

も

の

は

、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

区

長

に

申

請

し

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

前

項

の

承

認

を

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

一

公

の

秩

序

を

乱

し

、

又

は

善

良

な

風

俗

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

二

第

一

条

の

目

的

を

達

成

す

る

に

つ

い

て

、

不

適

当

で

あ

る

と

き

。

三

営

利

を

目

的

と

す

る

も

の

で

あ

る

と

き

。

四

環

境

情

報

館

の

管

理

上

支

障

が

あ

る

と

き

。

（

使

用

料

）

第

五

条

環

境

情

報

館

の

使

用

料

は

、

無

料

と

す

る

。

（

利

用

権

の

譲

渡

等

の

禁

止

）

第

六

条

第

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

の

承

認

を

受

け

た

も

の

は

、

利

用

の

権

利

を

譲

渡

し

、

又

は

転

貸

し

て

は

な

ら

な

い

。

（

設

備

の

変

更

禁

止

）

第

七

条

環

境

情

報

館

の

施

設

を

利

用

す

る

も

の

（

以

下

「

利

用

者

」

と

い

う

。

）

は

、

環

境

情

報

館

の

施

設

に

特

別

の

設

備

を

し

、

又

は

変

更

を

加

え

て

は

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

あ

ら

か

じ

め

区

長

の

承

認



を

受

け

た

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

利

用

の

承

認

の

取

消

し

等

）

第

八

条

区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

環

境

情

報

館

の

施

設

の

利

用

条

件

を

変

更

し

、

又

は

利

用

を

停

止

し

、

若

し

く

は

利

用

の

承

認

を

取

り

消

す

こ

と

が

で

き

る

。

一

こ

の

条

例

又

は

こ

の

条

例

に

基

づ

く

規

則

に

違

反

し

た

と

き

。

二

利

用

の

目

的

又

は

区

長

の

指

示

に

違

反

し

た

と

き

。

三

災

害

そ

の

他

の

事

故

に

よ

り

環

境

情

報

館

の

施

設

の

利

用

が

で

き

な

く

な

っ

た

と

き

。

四

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

と

認

め

た

と

き

。

（

原

状

回

復

の

義

務

）

第

九

条

利

用

者

は

、

環

境

情

報

館

の

施

設

の

利

用

を

終

了

し

た

と

き

は

、

速

や

か

に

施

設

の

利

用

部

分

を

原

状

に

回

復

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

前

条

の

規

定

に

よ

り

利

用

を

停

止

さ

れ

、

又

は

利

用

の

承

認

を

取

り

消

さ

れ

た

と

き

も

同

様

と

す

る

。

（

損

害

賠

償

の

義

務

）

第

十

条

利

用

者

は

、

環

境

情

報

館

の

施

設

及

び

設

備

に

損

害

を

与

え

た

場

合

は

、

区

長

が

相

当

と

認

め

る

損

害

額

を

賠

償

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

区

長

が

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

そ

の

額

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

委

任

）

第

十

一

条

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。



附

則

こ

の

条

例

は

、

平

成

十

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

提

案

理

由

）

す

ぎ

な

み

環

境

情

報

館

を

設

置

す

る

必

要

が

あ

る

。




